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(c) サムエルソン条件は限界代替率の和=限界変形率である。限界変形率は
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√

(−y2)を代入して変形すると
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これを解いて、y2が負である解を求めると yo
2 = −9。したがって yo
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2. (a) D(P ) = Q = 650 − 1
2
P を P について解けばいいから、P (Q) = 1300 − 2Q。

(b) TC(Q) = 300 Q + 80, 000

(c) Π(Q) = P (Q)Q − TC(Q) = (1300 − 2Q)Q − 300 Q − 80, 000。

(d) Π(Q)はQについて上に凸な関数なので１階の条件で必要十分。Π′(Q) = 1300−4Q−
300 = 0を解いてQM = 250、PM = P (QM) = 1300 − 2 × 250 = 800円。

(e) １階の条件に固定費用は関係ないので、家賃を下げても独占価格は下がらない。
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